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福井県内のアクセスの状況

福井県

自治体数 ９市８町

面 積 ４，１９０ｋ㎡

人 口 ７７．８万人

（平成２９年１０月１日現在）
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福井県の生活バス路線の確保・維持対策のしくみ

国 県

不足分（市町／事業者）

経常収益

県 市町

不足分（市町／事業者）

経常収益

県

市 町

経常収益

地域間幹線系統確保維持費補助

市町生活交通維持支援事業補助

４５%上限

・市町が運行するコミュニティバス、乗合タクシー等（同一市町
内路線）に対して、委託料等から運賃等収益を差し引いた額
に対する補助

・補助率 １／２
ただし、道路実延長に応じて市町ごとに補助限度額を設定

５,５００千円 ～ ３０,２５０千円

４５%上限

広域生活バス路線維持対策事業補助

複
数
の
市
町
に
ま
た
が
る
生
活
路
線

単
一
市
町
の
生
活
路
線

・乗合バスの運送事業者に対して、運行経費の収支差を補助
※条件 「１日３回以上の運行」「輸送量１５～１５０人」

（例） 清水グリーンライン（福井駅～清水プラント３）、
丸岡線（福井駅～丸岡城）、大野線（福井駅～越前大野駅）、
福浦線（田原町～かれい崎）、若狭線（敦賀駅～美浜駅）、
若江線（小浜駅～近江今津駅）など

（例） 西安居線（福井駅～清水畑）、鶉三国線（福井駅～三国駅）、
丸岡永平寺線（永平寺口駅～丸岡駅）、
武生越前海岸線（越前武生駅～かれい崎）、
清水西田中線（清水プラント３～天王）
清水織田線（清水プラント３～織田）など
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相互乗り入れ
駅前延伸

ﾊﾞｽﾀｰﾐﾅﾙ開業
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福井県内のバス・鉄道の利用状況

北陸新幹線
金沢開業
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「日本一のクルマ社会・福井」の現状

順位 都道府県名
世帯当たり
車保有台数

1 福井県 1.749 台

2 富山県 1.706 台

3 山形県 1.679 台

全国平均 1.064 台

マイカーの世帯当たり保有台数

年

１５歳以上
通勤・通学者数

（利用交通手段が）

「自家用車だけ」

（利用交通手段が）

「乗合バスだけ」
「鉄道・電車及び乗合バス」

人 人 人

平成
２年

394,816
228,992
(58.0%)

13,231
(3.4%)

平成
12年

414,179
289,557
(70.8%)

7,353
(1.8%)

平成
22年

391,554
291,772
(75.1%)

4,718
(1.2%)

利用交通手段別15歳以上通勤・通学者 （国勢調査）



乗り換え利便性の向上 （福井駅西口での各種交通の結節）

6バスターミナルを中央大通りから西口広場に移転

ＪＲ福井駅

西口再開発ビル

ハピリン バスターミナル

タクシー・自家用車乗降場

東口：えちぜん鉄道「福井駅」

・福井鉄道「福井駅前」電停を移設（１４３ｍ）し、

西口広場に移転



公共交通の接続の強化（路線バス）

7

福井駅を起点とした

１００円区間

福井駅を起点とした

2００円区間



福井県高速交通開通アクション・プログラムの策定 （平成２８年３月）

北陸新幹線の敦賀開業や、中部縦貫自動車道の全線開通の「効果」を極力高め、
県内全域に浸透させるための 「県民共有の行動計画」

北陸新幹線敦賀開業の効果（例）

① 首都圏との直結

・福井県が首都圏と３時間で直結
福井～東京間が北陸新幹線で 約２時間５０分（△３４分）

・当面の４駅に小浜駅を含め、北陸新幹線沿線では最多の５駅が県内に設置
（福井駅と敦賀駅には速達型新幹線（かがやき）が停車する見込み）

・当面の終着駅「敦賀（福井）」の宣伝効果への期待

② 北陸三県が１時間圏内に

・福井、金沢、富山の３都市が北陸新幹線を軸に１時間圏内で接続

※主要都市間の移動時間
敦賀 – 福井 0：16 （現況 0：31） 福井 – 金沢 0：22
敦賀 – 金沢 0：37 （現況 1：14） 福井 – 長野 1：31
敦賀 – 富山 0：55 （現況 1：42） 福井 – 東京 2：53 （乗り換えなし）
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（１） 新幹線駅の拠点機能強化と地域公共交通の革新

①新幹線4駅における交通拠点機能の強化

・新幹線駅の駅前広場やアクセス道路を整備
・並行在来線、地域鉄道、バスを一体的に組み合わせ、経営とサービスを強化
・敦賀駅での新幹線とＪＲ在来線特急、小浜線等との乗換え利便性の確保
・新幹線駅等を拠点に市町を超える広域バスを生活圏の広域化に合わせ運行
・コミュニティバスを休日の観光地循環バスとして有効活用
・敦賀港のクルーズ客船就航を拡大し、京阪神への周遊ルートを形成
・日本海側最古の歴史を有する敦賀港線の活用を検討 など

②新しい技術や手法の導入

・ＩＣカード乗車券を全県域で利用できるよう順次導入
・クルマの自動走行を京福電鉄廃線跡を活用し実証、導入拡大
・観光客向けカーシェアリングをホテルから順次拡大

基本戦略１ 「交通の革新」による地域交通ネットワークの強化

（２） 道路の多面的なネットワーク機能の強化

・高速道路ＩＣのアクセス道路の整備促進
・重点道の駅を３か所（小浜市、大野市、勝山市）に整備
・敦賀市田結地区や美浜町山上地区の産業団地を完成
・生産拡大をめざす園芸や水産業、薬草等の研究拠点を整備
・鞠山南地区多目的国際ターミナルのふ頭用地の整備促進 など
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これまでの成果 平成２９年度以降の予定 開業までに実現を目指す施策

・えちぜん鉄道と福井鉄道の相互乗入れ〔Ｐ3再掲〕

・福井鉄道福武線福井駅前線の延伸〔Ｐ3再掲〕

・えちぜん鉄道の高架化〔Ｐ3再掲〕

・市内循環鉄道の調査〔Ｐ3再掲〕

・北陸本線へのＩＣＯＣＡの導入（民間、～Ｈ30）

・歩行者と鉄道が共存できる空間整備の検討
・新幹線駅からの二次交通の確保

新幹線駅を中心として、ＪＲ・並行在来線、地域鉄道、バス等を一体的に組み合わせ、利便性の高い地域公共交通ネット
ワークを実現します。

Ⅲ－（１）地域公共交通ネットワークの拡充
主体 県・市町・民間 場所 全域

事業費 ソフト事業 期間 継続実施

二次交通拡充の体系（案）

今後の拡充方針

（ＪＲ・並行在来線、地域鉄道）
・並行在来線、地域鉄道、バスを一体的に組み合わ
せ、経営とサービスを強化

・北陸本線の第３セクター化後の新駅設置
・小浜線の観光利用の拡大

（路線バス、コミュニティバス）
・市町を超える広域バスの運行
・コミュニティバスを休日の観光地循環バスとして活用
・福井駅から主要観光地への特急バスを運行
・福井市のまちなか観光エリアのバスを低料金化

（その他）
・ＩＣカード乗車券の導入
・クルマの自動走行の実証・導入拡大
・観光客向けカーシェアリングの拡大
・道路空間の再配分により、歩行者や自転車の快適
な利用環境を確保
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交通機関への再生可能エネルギー活用事業

（１）鉄道駅の交通結節機能強化

（２）他駅への導入可能性調査

‣ EV充電器の設置
‣ 蓄電池の設置

‣ 太陽光パネル設置
（変電所屋根等）

‣ 太陽光パネル設置
（ホーム屋根）

‣ 回生電力の活用可能性
の検討（電車等）

将来の並行在来線や地域鉄道の駅施設等への
導入を検討するため、想定される設置場所や
発電量を調査

鉄道駅周辺に再生可能エネルギー設備を導入
し、駅を中心とした交通結節機能を強化
（パイロット事業として、えちぜん鉄道永平寺口駅
で実施）

再生可能エネルギー等の活用

再生可能エネルギー
（太陽光、風力 等）

回生エネルギー
（電車がブレーキをかける時に発生）

電力の供給先

・自動走行車

・駅舎照明、空調等

・コミュニティバス（ＥＶ化）
電動レンタサイクル

○鉄道駅からの二次交通の充実

○鉄道事業者の経営コスト低減

○新たなＥＶバス等の運行による
交通結節機能強化

期待される効果
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